
 

 

 

 

 

第２章 子ども・若者の 

たくましく健やかな 

成長に向けた支援 



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 

第  者の 成 に け  

 

第  る の育成 

 

 に る 育 の  

  に る 育 県  

代を担う子どもたちが、 を大 にし、他人への いや をもち、たくましく 

やかに生きてい るよう、「 とつのいのち。み なの い ないのち。」を 

ッ フ ーズに、 を大 にする を育 県民運動を平成 16 年度から県民総  

るみで推進している。 

 

 推進方  

平成 16 年 6月に 県 市で きた小学生による 生 事 を契機に、 月に、「 を大

にする を育 県民運動庁内推進本部」を し、 庁的に取 組 ととした。また、 年 8月

には、教育、 、 や青 年 育成など数 くの民間 や関 機関で 成する「 を大 に

する を育 県民運動推進会議」を し、県民総 るみで推進する ととした。 

を大 にする を育 県民運動推進会議会員は、平成 0 年 1 月現 で 1 472 とな 、そ

の で「 の大 」をテーマとした活動や などに取 組 でいる。 

 

イ 的な取組状況 

平成29年度は、 を大 にする を育 県民運動に対する県民の関 を高め、 的な行動につ

ながるよう を図るため、講演や活動事 などを内容とする「 を大 にする を育 県民

運動推進フォーラム」を開催した。 
 

       日 時 平成 0年 1月 28 日（日）1 0 15 5 

         市民 化 ン ー・生 学習 ン ー（ 市） 

       参加者 を大 にする を育 県民運動推進会議会員、一般県民 250 人 

      内 容 ・子どもの ・未来 援 ッ ー 動画上  

        ・子どもの ・未来 援 ッ ー ング「 の未来へ」合 表  

          ・ を大 にする を育 活動事  

          ・講演（講 ： 人 （ 育教 ）） 

           「 の授業」 ド ー ーカーと を生きる  

 

2   の  

子どもたちの を解 し、明るく前向きに未来へ進 でいく を育 とともに、地域 で子

どもを る く を図るため、平成 29 年度から たに地域の で く 推進事業を実施

している。 
 

平成 29 年度の実施状況  

 県内一 か 活動 

  年 回、県内の 小・中・高等学校・特別支援学校で一 に、   

事が する「 を大 にする を育 か ー ー（平成 

29 年 4 月 1 日現 468 人）等地域の大人、 者などが、 校   

する児童生徒にあい つ・ か を行った。         

（実施 間） 

  ・平成 29 年 4 月 10 日 14 日（ 学、進 時)・平成 29 年 7 月 14 日 21 日（ み前） 

   ・平成 29 年 8 月 24 日 0 日（ み明 ） ・平成 29 年 12 月 18 日 22 日（ み前） 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 

イ 他人を いや を大 にする を育 対話集会 

  児童生徒と地域の大人との 理解を 進し、 関 の を図る とによ 、地域 で子ど

もたちを る く を進めるとともに、子どもたちの の解 や明るく前向きに未来へ進

でいく ちの 成を図るために実施した。 

 

  時  平成 29 年 10 月 平成 29 年 12 月 

実施校 県内 6地 の小・中・高等学校・特別支援学校 18 校 

  テーマ 「 について考える」 

内 容 地域の大人と児童生徒が一 に考え意 やグループワークを行う 

対話集会 ー ー ー 

    ・ 前 大学 学生部  学部 学 教授 小 有子（ ー ー イ ー ） 

     ・特 営 活動 人 子ども ン ー・ たの代表 中 子 

     ・特 営 活動 人子育て ー ー イド・ ー もも代表 本  

     ・特 営 活動 人はちのへ未来 ッ 代表 平間  

  ・青森県 上総合高等学校 クール ーシ ルワーカー 上 子 

     ・青森県教育庁下 教育事 クール ーシ ルワーカー  

   実施状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地 学校 開催日時 開催 参加者

中 青森県 高等学校
１ 月１８日（ ）
６、 校時
（14 0 16 10）

会議
・生徒（ １学年）40人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ ）８人

部町 地中学校
１ 月２ 日（ ）

、６校時
(1 0 15 20)

・生徒（１学年）41人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等） 人

町 中学校

青森県 高等学校

青 青森市 小学校
１１月８日（ ）

、６校時
(1 40 15 15)

・児童（６学年）57人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）24人

上 市 ちと 小学校
１１月１ 日（ ）

、６校時
(14 00 15 20)

・児童（ 学年）70人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等）17人

市 小学校
１１月１ 日（ ）

、６校時
(1 50 15 25)

第２ 的
・児童（ 学年）46人
・地域の大人（青 年育成関 者、
大学生 ランテ 等）10人

上 青森県 高等学校
１１月１ 日（ ）

、６校時
(1 40 15 10)

第１ 育
・生徒（１学年）155人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）29人

青森県 高等支援学校
１１月２ 日（月）

、６校時
(12 50 14 5)

的 １
・生徒（ 業 １学年）16人
・地域の大人（青 年育成関 者
等） 人

大間町 小学校

大間町 中学校

深 町 小学校

１１月２ 日（ ）
校時

(対話集会1 00
14 05)

育
・児童（６学年）18人
・地域の大人（青 年育成関 者
等）６人

１１月 日（ ）
(1 50 15 20)

中学校

・中学校生徒（１学年）20人
・高校生徒（国 教 ー ３学
年）14人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等） 人

下
１１月２ 日（ ）
参 日
(9 20 10 15)

小学校 育

・小学校児童（１ ６学年）41人
・中学校生徒（１ ３学年） 4人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等） 1人
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 地域の で く 推進青森県民大会 

  子どもたちの を解 し、明るく前向きに未来へ進 でいく ちを 成するため、学校・

・地域が一 となって、子どもを 支援する く を推進する とを 的に、「地域の

で く 推進青森県民大会 子どもの は地域のたから 」を開催した。 
  

日 時 平成 29 年 7月 0日（日）1 ： 0 15： 0（ は 11：00 16： 0） 

  県民 プラ （青森市） 

参加者 一般県民 50 人 

内 容 ・ 事から「あおも の未来をつくる子どもたちへの ッ ー 」の  

         ・大会 の  

      ・い め の取組事 表（平内町 小学校、 市 中学校、青森県 青森

高等学校） 

      ・ 講演（講 ： （教育 ）） 

「子どもも大人も 地の い学校・ ・地域 会をめ して 

あ のままに を く 」 

         ・ （県、教育庁、県 本部 関 による、い め 、 通 、特

等の ） 

 

 子どもたちの や未来を 援する ッ ー ング・動画の 作・  

子どもの 未来 援 ッ ー ング「 の未来へ」を 作し、 合 ・合 用の  

を作成した。県内の 小・中・高等学校・特別支援学校に を するとともに、合 ・合 用の

を県の ーム ー で公表している。 

 また、子どもの ・未来 援 ッ ー 動画は、 ッ ー ングを として 用し、 を担 

した「 くらしめ 」が出演、 村青森県 事の か、青森県に があ 、県内 はもとよ 、国 

内 で活 している方 からの、子どもたちへ向 た 援 ッ ー を している。 作した動画 

は、県の ーム ー 等を活用し している。 

 

 

 

地 学校 開催日時 開催 参加者

中 村 中学校
１２月 日（月）

、６校時
(1 00 15 00)

ッ ン ー
（ ）

・生徒（１学年）61人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）10人

青 青森市 中学校
１２月８日（ ）

校時
(1 25 14 15)

育
・生徒（１学年）69人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）21人

中 前市 小学校
１２月１１日（月）

、６校時
(1 40 15 15)

育
・児童（６学年）68人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）16人

下 青森県 つ 業高等学校
１２月１３日（ ）

、６校時
(1 5 15 25)

第１ 育
・生徒（機 １学年） 5人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等） 人

青 青森県 青森中 高等学校
１２月１ 日（ ）

、６校時
(1 0 15 20)

第１ 育
・生徒（１学年）194人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）40人

上 市 小学校
１２月１ 日（ ）

、６校時
(14 00 15 0)

育
・児童（６学年）88人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等）26人
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 

 テッカーの作成・  

児童生徒が 要な時にいつでも できる、県教育庁学校教育課「24 時間子 イヤル」の 

話 を記 した テッカーを、平成 29 年 4 月に県内の 小・中・高等学校・特別支援学校の児

童生徒に した。 

   

 の 育成 

 の  
県では、 児 から 対策を行う とが将来の や生活習 の につながる とから、

平成 26 年度から 28 年度まで 育 等 児童の 向児出現率等の を行うとともに、 育

等での 育プ グラム 向児を対象とした に る 別支援等を実 し、そ

の取組を県 ーム ー で している。 
 

2  に け 施  

本県の児童生徒の は、国と すると い 向が いているとともに、 向児出現率は、

ての年齢層で 国平 を上回っている状況にある。 の とから、実生活の中で、 らが

ー や運動に取 組 児童生徒の育成のために、各学校において、 テ などを用いて児童生徒

の や 状 等の実 を し、学校・ ・地域 会 関 機関等が連携した 画的、

的な が大 である。 

県教育委員会では、子どもの運動 と運動の習 化を図るため、小学校等において や

向上の プ グラムを作成・実 するとともに、 管理プ グラムを活用した生活習 の や

の実 等を実施する「未来を える子ども く 事業」に取 組 でいる。 

 

 学 の  

 部 学 による「 国学 ・学習状況 」によると、本県児童生徒の学 の状況は、第2-2- の

とお である。 

 平 率を 国と すると、小学校は、 年間にわたって、 ての教 において 国を上回っ

ている。中学校は、平成27年度 では、国 （活用）と数学 （活用）、平成28年度 では、国

（活用）が 国平 に か 、 に た 識・ を活用する に課題が ら た。しかし、平

成29年度 では、すべての教 において 国平 を上回るか 度の であった。 

 なお、平成15年度から 実施している県学習状況 の から、本県の児童生徒は、 的・

本的な 識・理解 については、教 や内容によって違いはあるものの、小・中学校 を通

ておお な状況である。また、 らを活用して課題を解 するために 要な 考 ・ ・

表現 等については、平成28、29年度は 向にある。 

 ら学 の実 を まえ、県教育委員会では、小・中学校を対象に「 しい時代を主 的に 拓

く小中学生育成支援事業」を、高等学校を対象に「深い学 によ 主 的に未来を 拓く高校生育成

事業」を実施し、小学校から高等学校まで一 して、児童生徒の学 意 や 考 、 、表現 等

の育成に取 組 でいる。 
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第 2-2-  学 学 状況 の （ 県 ） 
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第  立に の育成 

 

 の に る の育成 

 教育 の  

 職 、イン ーンシップ等の実施状況 

( ) 中学校 

平成 26 年度の公 中学校にお る職 の実施状況は、161 校中 160 校であ 、実施率は

99 4 となってお 、前年度から 4 イン 加した。（未実施の 1校は小 模校のため、

学 行と職 を 年で実施） 

         平成 27 年度は、160 校中 157 校であ 、実施率は 98 1 となってお 、前年度から 1 イン

した。 

 

第 2-2-2 表 学校における 実施状況の （ 立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

( ) 高等学校 

         平成27年度、公 高等学校のイン ーンシップの実施状況を課 別でみると、 日 で86 4 、

時 で 27 、通 で となってお 、 日 では 実施している。 の実施率は

75 となってお 、前年度から 0 イン 加した。 

 

第 2-2- 表 高等学校における 実施状況の （ 立学校 実施 ） 

                                 （ ： ） 

        

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

2  教育に る施  

   国的に 教育が推進 る中、本県では、教員一人 と の 教育に対する 識に

が ら るため、各学校にお る 的・ 的な 教育が に進 していない現状にあ

る とから、「あおも で『生きる・ く』を学 教育推進事業」（平成 26 27 年度）を実

施した。 

    の事業は、「青森県教育委員会 教育の （総 ・実 ）」 「あおも っ子

ー 明日へのか 」の実 的な活用方 を するとともに、教育支援プラッ フォームと

連携し、児童生徒の ・職業 の育成 将来の 実現のために する を育 ための

教育の推進を図るものである。 

年度  実施校（校数） 実施率( ) 

2   161   166  97 0 

 24  156   165  94 5 

 25  156   164  95 1 

 26  160   161  99 4 

 27  157   160  98 1 

 

年度 日 時 通

 2 76 9 100 0 70 5

24 76 9 100 0 70 5

25 86 9 76

26 8 6 41 7 75 0

27 86 4 27 75
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第  立に の育成 

 

 の に る の育成 

 教育 の  

 職 、イン ーンシップ等の実施状況 

( ) 中学校 

平成 26 年度の公 中学校にお る職 の実施状況は、161 校中 160 校であ 、実施率は

99 4 となってお 、前年度から 4 イン 加した。（未実施の 1校は小 模校のため、

学 行と職 を 年で実施） 

         平成 27 年度は、160 校中 157 校であ 、実施率は 98 1 となってお 、前年度から 1 イン

した。 

 

第 2-2-2 表 学校における 実施状況の （ 立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

( ) 高等学校 

         平成27年度、公 高等学校のイン ーンシップの実施状況を課 別でみると、 日 で86 4 、

時 で 27 、通 で となってお 、 日 では 実施している。 の実施率は

75 となってお 、前年度から 0 イン 加した。 

 

     第 2-2- 表 高等学校における 実施状況の （ 立学校 実施 ） 

                                 （ ： ） 

        

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

2  教育に る施  

   国的に 教育が推進 る中、本県では、教員一人 と の 教育に対する 識に

が ら るため、各学校にお る 的・ 的な 教育が に進 していない現状にあ

る とから、「あおも で『生きる・ く』を学 教育推進事業」（平成 26 27 年度）を実

施した。 

    の事業は、「青森県教育委員会 教育の （総 ・実 ）」 「あおも っ子

ー 明日へのか 」の実 的な活用方 を するとともに、教育支援プラッ フォームと

連携し、児童生徒の ・職業 の育成 将来の 実現のために する を育 ための

教育の推進を図るものである。 

年度 実施校（校数） 実施率( ) 

2  161   166  97 0 

 24 156   165  94 5 

 25 156   164  95 1 

 26 160   161  99 4 

 27 157   160  98 1 

 

年度 日 時 通

 2 76 9 100 0 70 5

24 76 9 100 0 70 5

25 86 9 76

26 8 6 41 7 75 0

27 86 4 27 75
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 の  

  主権者教育 の  

    主権者教育について 

     公職選挙 が 、選挙権年齢が 18 上に引き下げら たが、 は若い人の意 を政治

に ていく とが ましいという意図に くものである。主 的な選 ・ を行い、他者

と協 しながら な課題を解 していくという国 ・ 会の 成者としての資 や を育 と

が、よ 一層 めら ている。 

平成 27 年 10 月 29 日 部 学 の通 「高等学校等にお る政治的教 の教育と高等学校等

の生徒による政治的活動等について」では、政治的教 を育 教育について、 のように している。 

・学習 要 に いて、校 を中 に学校として の らいを明 にし、 的、 画的な

画を てて実施する と。 

・教 においては公民 での を中 とし、総合的な学習の時間や特別活動も活用して な

を行う と。 

・各学校においては、議会 民主主 などの政治や選挙に関する 識に加えて、現実の 的な政治

事象も取 い、生徒が有権者として らの で権 を行 する とができるよう、 的かつ

実 的な を行う と。 

・生徒が政治や選挙に関する理解を深め、課題を 的・ 的にとらえ、主権者としての政治参加

の 方へと考察が深まるように するなど、 に取 組 要がある と。 

 
    イ 主権者教育の取組について 

 ( ) 県教育委員会の取組 

 公職選挙 に い実施した取組 

      ・主権者教育推進講座 

       （平成 27 年 11 月 6 日、県選挙管理委員会、県明るい選挙推進協議会との 催） 

      ・県選挙管理委員会と学校教育課による「主権者教育についての連携協 に関する 」  

（平成 27 年 11 月 20 日）  

・高等学校等の政治的教 の教育と生徒の政治的活動等に る 会 

      （平成 28 年 2 月 4日） 

 

ｂ 選挙実施時にお る学校の対 についての の通  

 ・選挙にお る生徒の を取 くよう学校が に対 する と。 

 ・ 日前投票に関する 意 。 

 ・国が作成した副教材『わたしたちが拓く日本の未来』等を活用して、事前に選挙や選挙運動等

に関して する と。 

 ・参政権を に行 できるよう時間的な をする と。 

 

  ( ) 各県 学校にお る取組（平成 28 年度） 

 実施状況    

政治的教 の教育については、すべての県 高等学校において、公民 の を中 に、特別

活動等を活用して実施している。 

平成 28 年度の実施状況は、第 2-2-4 表のとお である。 
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第 2-2-4 表 県立高等学校における主権者教育の実施状況（平成 28 年度） 
 
  
 
 

 
 

資料：学校教育課 

 
      ｂ 実施内容（一般的なもの、特色のあるもの） 
        ・国の作成した副教材『わたしたちが拓く日本の未来』を活用した政治や選挙の仕組み等につい

ての学習 
        ・選挙出前講座の実施（講演、模擬選挙等） 
        ・政策と投票行動に関するワークショップの実施 
        ・話合いを通して、現実の政治的事象についての考察を深めるため学習 
        ・政治・経済の授業において、「地域の課題について考える」をテーマに、ワールドカフェ方式に

よるワークショップの実施 
        ・若者の投票率を上げるための方策について考えるグループ学習 
        ・主要政党の政策の違いを通して、政治についての理解を深めるための学習 
 

 (ｳ) 県選挙管理委員会の取組 

将来の有権者である児童・生徒や、若者の主権者意識の向上を図るため、県・市町村選挙管理委

員会、県・市町村明るい選挙推進協会、教育委員会等が連携し、学校での出前講座や若者を対象と

したフォーラム等を開催している。 

      

a 選挙出前講座の実施 

   将来の有権者である児童・生徒の政治や選挙に関する意識を高めるため、平成 24 年度から、県 

内の小・中・高等学校を対象に、県・市町村選挙管理委員会職員や明るい選挙推進協議会委員等が 

学校に赴き、選挙に関する講座やクイズ、模擬投票などを行う選挙出前講座を開催している。 

   （平成 28 年度実施校数：小学校 17 校、中学校 6校、高等学校 42 校） 

      

b ヤングフォーラムの開催 

    若者の政治や選挙に関する意識の向上や地域への参加意識の高揚等を図るため、10代後半から 

20 代の若者を主な対象として、年 1回ワークショップ等を開催している。 

    平成 28 年度は、平成 29 年 1月 22 日（日）に青森市で開催し、28人の大学生等が参加した。ま 

た、ワークショップの企画・運営は、実行委員である大学生が行った。 

 

c 青森県の未来を担う主権者育成事業の実施 

    選挙権年齢の引下げを契機に、主権者教育の一層の充実を図るため、平成 28 年度から 2カ年の 

重点枠事業として、下記の事業を実施している。 

    ○ 高校生模擬議会の開催 

      県内高等学校を対象に、青森県の活性化策を検討するグループワークを実施するとともに、 

各校の代表を県庁に一堂に集め、県議会議員に政策提案する模擬議会を開催。 

     （平成 28 年度の参加校：5校）  

実施時間 校数（延べ数） 

公民の授業 ６２校 

総合的な学習の時間 １３校 

特別活動 ３８校 

その他 １６校 
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    ○ フルー 選 総選挙の実施 

          県内小中学校を対象に、県 フルー をテーマにグループワーク 模擬投票を実施。 

         （平成 28 年度の参加校：14 校） 

     ○ 模擬投票 ー ーの  

       県高等学校総合 化 の主会 等、若者が く集まる に模擬投票 ー ーを 。 

       （平成 28 年度の ：県高等学校総合 化 会 （ 前市民会 ）、 前大学） 

      

 2   年  

     青 年が、集 の中で を し、連 の を につ ていく上で、青 年 が たす教育的

は大きい。 ら青 年 の活動としては、学習活動、 仕活動、 ク ーション活動、

活動、国 活動などがある。 

 

 年  

      主な 年 の加 状況は、第 2-2- 表のとお である。 

 

第 2-2- 表 年 状況の  

     年度 21 22 2  24 25 26 27 28 

子ども会 
数( ) 1 288 1 218 1 141 1 1  1 080 1 045 1 045 921 

加 者数(人) 48 08 45 088 41 078 9 15 6 5  4 272 2 624 0 860 

ーイ 

カ  

数( ) 15 15 15 15 12 11 10 10 

加 者数(人) 656 600 558 511 449 99 61 20 

ール 

カ  

数( ) 11 11 8 8 8 8 8 8 

加 者数(人) 297 262 2 6 221 24  2 6 225 221 

        資料：生 学習課 

 

     年 には、地域を とし主に町内のように、ある一 の地域に するものによって組

る「地域子ども会」や、 ・関 をもつものによ めら た活動を行う ーイ カ 、

ール カ などの「 的 年 」に大別 る。 

     年の 子化や子どもを取 く の 化によ 、各 年 は活動の参加者数の や、会の

活動のマン 化などい い な課題を えてお 、 前 どの活 は わ ているのが現状であ

る。 

     青森県子ども会連合会は、 42年に 成 て 来、 な 会や日 的な活動の中で、子ど

もたちの かな 性や 会性、 ランテ を っている。現 は 国子ども会連合会が作成し

た育成 に き、 ー ー・ 者・育成者等の 成が 画的に進めら ている。 

    ーイ カ は、 25年に青森市に に 成 て 来、 前、 、上 、 つなどの

各地に 成 、 察活動、 作活動、 仕活動、 営 、 など な や学習が

ら ている。 

     ール カ は、 26年に 前市に 生して 来、青森、 、 、など各地に 成 て

いる。「やくそく」と「おきて」に いて、 たちに人 の を く機会を え、平 な

の実現に する とを 的に、 営 や国 活動、 仕活動、 ー ー 成 などが行わ

ている。 

 

イ 青年  

青森県連合青年 は、県青年大会 県青年 題 集会の参加者の や の 員 などか

ら、平成 29 年度よ 活動を する ととなった。また、県内各地域の青年 については組

ている数が なく、活動の 小や活動中 となっていると もある。 

一方で、まちお しや子育て支援など、地域課題等について特化した青年組 は、青年 よ も
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く してお 、各地域において活動を 開している。 

本県の青森県連合青年 の加 加 者数の推 は第 2-2- 表のとお である。 

 

第 2-2- 表 県 年 者 の       （ ： 、人） 

年 2 3

0 0 0 00 00 00 00

                        資料：生 学習課 

  の  

 地域の 活動等の ・ 提  

    ○ 学校内 を通 た 仕活動・ 活動の推進 

青 年に 会性と いや の など かな人間性を育 ため、学校内 を通 た 仕活動・

活動の機会充実を図る とを 的として、 い関 機関・ 等との連携を図る協議会を組 す

るとともに、 提 や ー イ 等を行う支援 ン ーを 治 が している。 

第 2-2- 表              （平成 年 月現在） 

 

 

する 

治  
           

1 青森県 インフォ ーションプラ あ す 青森県総合 会教育 ン ー内 

2 平内町 生 学習人材 ンク 平内町教育委員会生 学習課 

 前市 前市 ランテ 支援 ン ー 市民参画 ン ー 

4 町 町 ランテ ン ー 町 会 協議会 

5 市 市 ランテ ン ー 市 会 協議会 

6 町 ッズ ー ン ー 町教育委員会教育課 

                                         資料：生 学習課 

 

イ 子どもを とした地域の な活動の機会と の 大 

( ) 課後子ども教 推進事業 

平成 27 年度から、 課後子ども総合プランとして「 課後児童 育成事業」と一 的にある

いは連携した取組を、各市町村の実 に て実施している。子どもたちが地域 会の中で、

かで やかに育ま る く を推進する とを 的として、 課後の子どもたちの ・

な を 、 ー や 化活動等の 活動、地域 民と 活動の取組を実施して

いる。 

第 2-2-8 表 平成 2 年度 教  

3 3

0 0
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0

0

3

3

0

0

3
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30

3

3

33 3

3

3

3

3

3

                                          資料：生 学習課 

 

( ) 地域の かな 会資 を活用した 学習推進事業 

学校・ ・地域が連携し、子どもたちにとってよ 有意 な 日の実現をめ すため、地

域の な経 や を つ人 の協 によ 、 日に 的・ 的な教育プ グラムを企

画・実施する取組を支援している。 

学習推進事業を実施している市町   前市 別町 中 町 

 

 高校生のための講演会 

      青 年の 教育の充実を図る とを 的として、 その に する本県出 者や

本県に か のある 人を講 に、高校生を対象とした講演会を開催している。 

      平成 29年度の開催状況は、第 2-2- 表のとお である。 
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 第 2-2- 表 平成 2 年度高校 の の 状況 

 日 開催  参加者数 内  容 
10 月 11 日( ) 高校 1 4 人 演題 「 ク の からの ッ ー 」 

講  大学グランドフェ ー・ 教授 

     公  10 月 11 日( ) 高校 477 人 

10 月 19 日( ) 高校 720 人 演題 「グ ー ル 会で活 するには の 員を 

通して 」 

講  日本 子 育大学 学   子 10 月 19 日( ) 高校 184 人 

10 月 20 日( ) 青森 高校 986 人 演題 「青森から カとカン へ で生きる 

からの たち 」 

講  カ ック・ ー ・ イド 式会  

    ーションズ・ ラテ   子 
10 月 20 日( ) 青森 業高校 728 人 

                                           資料：生 学習課 
 

4  教育 学 の  

本県の かな を し 代に引き ためには、県民一人 と が 題に関 を ち、

行動を実 していく とが 要である とから、 や地域、学校、職 等にお る 教

育・ 学習を推進している。 

 

 県 通 ワーク ックの作成 

青森県、 県 県の 県 の取組として、総合学習の時間の か、教 の授業に

おいても活用できる 県 通 ワーク ックを作成し、平成27年度から 県の 小学校に

している。 

 

イ ども クラ の活動支援等 

ども クラ は、各地域の子どもたちが、 主的に 学習や実 活動を行うものであ 、平

成28年度は 国で 11 4 人、青森県内では 0クラ 、1 579人の子どもたちが ども クラ 会

員として活動した。 

県では、県内の ども クラ の活動 進のため、子どもたちを支援する大人( ー ー)と市

町村の担 者( ー ー ー)等を対象とした 会を実施している。 

また、 行動を 進するため、県民、 事業者等に対して 活動等に関

する イム ーで な を した「 の
わ

ール通 」を月１回 行している。 

 

 出前講座の実施 

代を担う子どもたちが、 みの 、 イクル、 のライフ イルについて学 、

ら 行動ができる人 の育成を推進するため、県では 出前講座の担い として育成した

「 教育 員」と地域の との協 によ 、 出前講座を実施している。 

平成28年度は、小学校60校において、2 801人を対象に10 回の 教育プ グラムを実施した。 

 

 大学等との協 による 教育の推進 

県内大学に 事業を委 し、大学と 等が協 した 教育の取組 ルとして、座学

や の ー、シン ム等を実施した。また、 や事業者、大学などの各主 が協

した 教育などの取組を 進 るためのフォーラムやワークショップ、 子を対象とした

クールを開催した。 

 

  プ グラムの運用 

       題に対する「 き」と 行動の「実 」を す 教育・学習の機会の教材とし

て、 児 児童を対象とした 「 カン ョマン」や、イ ン や 会など

で活用できる 教育プ グラム ール「青森も も ラ 」の 出を実施している。 
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カ あおも ーム ー の運営 

題や施策に関する 、 ・ライフに関する 、 教育・ 学習に関する など

を く県民に提 するため、平成11年9月からあおも ーム ー 「 ・ ・あおも 」

を開 し、運営している。 

 

  年 

本県の森 は、県総 地 の65 を めてお 、 材の生 はもとよ 、 資 のか 、

の 、 化 の 、 、教育 化の の提 など、 にわたる に重要

な を たしている  

うした森 内で ら し学 とを通 て、子 たちの「生きる 」を育み、森 の 的

機 や森 資 の 用に対する理解を深めるため、森 教育や「 の 年 」等、森

業に関 を ち、 に し 子どもたちの育成活動を支援している  
  

 森 教育の実施 

      年、学校や市民 等による森 教育の取組事 も ら る とから、学校等にお る森

教育を らに進める とを 的として、森 ・ 業教 の実施や森 教育 者 の

提 等によ 、子どもの「生きる 」の育成や、森 を 会 で支えるという県民意識の 成に

める ととしている。 
取 組み内容  

  ○森 教育 者 ー ー の運用 
  ○教員を対象とした の実施 
  ○森 ・ 業教  
  ○ 教        （ 要に 、 時実施） 

        ○ 察 
 

イ の 年 の育成 

「 の 年 」は、 を し、 を 、 を育てる活動を通して 年たちが く の

を学 、人との あいを深くして、 らの 会を する 、 かな人間性を育てる とを 的に

成 た 年 の である。（青森市には、 育 児による「 の 年 」もある。） 
県内では、 46 年に つ市（ 大 町）で「小 の子森 が 成 たのを

に各地で 成がすすみ 現 は 5 員数 1 2 9 人となっている  

県では、公 人青森県 化推進委員会と協 し の 年 の活動支援を行っている  
     主な活動  

         ○ の 年 会（ 年 各県民 管内 とに実施） 
         ○森 ・ 業教  
         ○ 教       （ 要に 、 時実施） 
         ○ 察 
         ○ の 年 国大会への県代表  
 

第2-2- 表 の 年 」 （平成2 年4 ）       （ ） 
県民 管内 グループ数 会  員  数 

青 地 域 県 民  8 228 

中 地 域 県 民   69 

地 域 県 民  4 29 

地 域 県 民  11 656 

上 地 域 県 民  5 150 

下 地 域 県 民  4 107 

 5 1 2 9 

－ 87 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

88 

 教育の  

 状況 

 内 青年国 事業 

の事業は、日本や各国を代表する青年が、 に国 的課題についての カッション等の活動

を行う とを通 、国 的 を げ、国 協 の と実 を向上 、 ー ーの育成を

す とを 的に内 が 年度実施しているもので、 下に べる つの事業で 成 ている。 

各事業に参加する青年については、各 県で参加 し みを た後、各 県での中

間選考を経て内 に推 、 選考を た事前 の を まえて、 的に各事業への

参加者が ている。 

 

( ) 国 青年育成 事業 

        平成 5年の 子 下の 成 を記 して平成 6年から開 した事業であ 、 か国に日本青

年を している。 国では、現地青年との 会事 に関する カッション、日本 化の

、施 、 ーム テイなどを行う。また、 国後は日本に へいした 国青年と に国

青年 会議（合 式での カッション）に参加する。 

 

( ) 日本・中国青年 事業 日本・ 国青年 事業 

         日本・中国青年 事業は、 5 年に日中平 が た とを記 して、

54 年度から開 た事業で、日本・中国 政 が で実施している。中国に日本青年を

し、現地青年との カッション、 化・ ー 、各 施 の 、 ーム テイ

等を行う。日本に へいする中国青年と する機会もある。 

         また、日本・ 国青年 事業は、 59 年 9 月の日 国 会 にお る 明の

を まえ、 62 年から開 した事業で、 政 が で実施している。 国に日本青年を

し、現地青年との カッション、施 、 ーム テイを行う。日本に へいした

国青年と「日 青年 のつどい」に参加する機会もある。 

 

(ｳ) 「 青年の 」事業 

49 年 1月のインド シ 、マ ーシ 、フ ン、シン ール イと日本との

明に き めら た事業で、 10 か国の青年と 内や 国で 生活をしなが

ら、各 活動を行い、国 協 の のか と国 協 にお る実 の向上を図る。テ

ーマに く カッションを インプ グラムとし、各 国では、表 や ーム テ

イ等も行う。 

 

( ) 代グ ー ル ー ー事業 

         各地から集まった 国青年と 内で 生活をしながら、 カッションや 化 等

を通して、 化対 や ーション を高め、 ー ーシップ等の向上を図る。

国では、 カッションのテーマに た施 や現地青年との などを行う。 

 

       ( ) 地域課題対 人材育成事業 

高齢者関連、 者関連、青 年関連 の 会活動に携わる日本青年を か国へ し、各

の地域 会活動において中 的担い となる人材を育成する。 国では、関 機関や施

等の 意 、 の事 や 会活動に関する 進的な取 組みを学

か、 ーム テイ等による を行う。 
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第 2-2- 表 県 の 年 状況                （ ：人） 

                      年度 
事業          

平成 22 年度 
までの  

25 26 27 28 29 合  

青年  
 国 青年育成  
 日本・中国青年  
 日本・ 国青年  

66 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

70 

 

 

 

青年の  21      21 

青年の  9      9 

代グ ー ル ー ー 0    1  1 

地域課題対 人材育成 0      0 

 96   2 1 2 101 

                                 資料：青 年・ 参画課 

 

イ 青年 業者の  
 青年 業者の 業   

公 人国 業者 協会が行う、20 代の 業青年を対象とした カ、 ー ッ

での プ グラムへの参加推 によ 、青年 業者の 業 や経営管理 の向上、国

的 の 大を図る。 

 

第 2-2- 2 表 県 の 年 者 状況                  （ ：人） 
                 年度 

 
25 26 27 28 29 

カ    １   
ンマーク      
イ       
ラン       

   １   
                                             資料： 政策課         

 

( ) 青年育成事業 

平成 5 年の ー ーランド 、平成 6 年の 国 等の 解 を 、（公 ）

青森県 協会では、「青森県 業 青年 成事業」において、 国 の ・

・ 通状況等の実 等を通して国 的 を つ青年 業者の育成に向 た を

実施している。 

 

第 2-2- 表 県 年 成 （（ ） 県 ） 状況 
    年度 

 
1  15 17 19 21 2  25 26 

国 

（参加人数） 

国 

(4 人) 

国 

(27 人) 

中国 

( 1 人) 

中国 

( 0 人) 

国 

(40 人) 

国 

( 6 人) 

、 

 

(47 人) 

 

(4 人) 

                                                資料： 課 

 

－ 89 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

0 

2  年 状況 

 国青年 事業 

県内にお る 国 教育の充実を図るとともに、地域 ルでの国 の を図るため、総

、 部 学 、 一般 人 治 国 化協会の協 の下に「 学 等を行う 国青

年 事業」を実施してお 、本県の平成 29 年度の 状況は のとお である。 

 

( ) 日本人教 の 国 授業の として職 に 事する「 国 （ ）」1 2 人を  

し、主に教育委員会または 学校に した。（第 2-2- 4 表） 

 

( ) 国からの の 、 国 行 の ・ 、イ ン 等の通 などの職 に 事す

る「国 員（ ）」16 人を イルランド、 カ、 ー ラ 、カ 、シン

ール、ドイ 、 ン ル、 国 中国の各国から し、県 市町村に した。 

なお、 62 年度からの 人員は延べ 2 966 人である。（第 2-2- 表） 

 

    第 2-2- 4 表 学 等 年 平成 2 年  
          （ ：人）           

      

イ ル ラ ン ド 0   

カ 67 52 119 

イ  1 1 2 

ー ラ   1 4 

カ  4  7 

マ イ カ 0 1 1 

シ ン ー ル 0 1 1 

ド イ  1 0 1 

ード・  0 1 1 

フ ン 0 1 1 

ン ル 0 1 1 

シ  0 1 1 

国 1 2  

中 国 0   

 77 71 148 

           
      

国 員（ ） 7 9 16 

国 （ ） 70 62 1 2 

 77 71 148 
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第 2-2- 表 学 等 年 年 （平成 2 年 ） 

（ ：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 （ ） は ー 国 員                                      資料： 課 

  

 

青森県 4 4 5 5 5 5 5 5 99 99

教育庁 29 29 29 29 29 29 29 29 766 5 771

小 5 29 5 29 4 5 29 4 5 29 4 99 766 5 870

青森市 14 17 14 17 14 17 14 17 50 119 169

前市 1 14 15 1 11 12 1 10 11 1 7 8 1 81 82

市 1 17 18 1 17 18 1 17 18 1 17 18 17 1 5 152

市 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4

市 56 56

市 6 6 6 6 6 6 6 6 2 50 52

市 2 2 2 2 2 2 2 2 22 22

つ市 4 4 14 74 88

つがる市 1 4 1 4 1 4 1 4 27 72 99

平 市 2 2 2 2 2 2 2 2 44 44

平内町 1 1 1 1 1 1 1 1 27 27

別町 1 1 2 1 1 1 1 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1 1 1 12 12

町 2 2 2 2 2 2 1 1 21 21

町 2 2 2 2 1 1 1 1 1 16 29

深 町 2 2 1 1 1 1 1 1 5 2 28

村

町 1 1 1 1 1 1 22 22

大 町 1 1 1 1 1 1 1 1 19 19

村 1 1 1 1 1 1 6 6

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 17 24 41

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 22 26 48

中 町 2 2 2 2 2 2 2 2 45 45

地町 7 7

町 2 2 1 1 1 1 1 1 9 0 9

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 12 2 14

町 2 2 2 2 2 2 1 1

町 2 2 2 2 2 2 2 2 11 11

おいら 町 2 2 2 2 2 1 2 2 4 4

村 2 2 2 1 2 2 2 1 22 21 4

大間町 1 1 14 14

通村 5 5

間 村 1 1 1 1 1 1 12 12

村 1 1 1 11 11

町 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1

町 2 2 48 48

子町 1 1 1 1 1 1 1 1 26 26

部町 1 1 1 1 50 50

上町 2 2 2 2 2 2 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1

中部上 域事業組合 1 1 1 1 1 1 1 1 25 25

学校 2 2

部上 教育 協議会 48 48

市町村等 11 10 115 11 99 111 11 97 108 11 90 101 217 1 09 1 526

県 16 1 2 148 16 128 145 16 126 142 16 119 1 5 16 2 075 5 2 96

平成27年度 平成26年度 62年度 平成25年度平成28年度平成29年度

第2 2 15表 青森県内 ・職 別 （2017年7月1日現  資料に る）
（ ：人）

青森県 4 4 5 5 5 5 5 5 99 99

教育庁 29 29 29 29 29 29 29 29 766 5 771

小 5 29 5 29 4 5 29 4 5 29 4 99 766 5 870

青森市 14 17 14 17 14 17 14 17 50 119 169

前市 1 14 15 1 11 12 1 10 11 1 7 8 1 81 82

市 1 17 18 1 17 18 1 17 18 1 17 18 17 1 5 152

市 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4

市 56 56

市 6 6 6 6 6 6 6 6 2 50 52

市 2 2 2 2 2 2 2 2 22 22

つ市 4 4 14 74 88

つがる市 1 4 1 4 1 4 1 4 27 72 99

平 市 2 2 2 2 2 2 2 2 44 44

平内町 1 1 1 1 1 1 1 1 27 27

別町 1 1 2 1 1 1 1 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1 1 1 12 12

町 2 2 2 2 2 2 1 1 21 21

町 2 2 2 2 1 1 1 1 1 16 29

深 町 2 2 1 1 1 1 1 1 5 2 28

村

町 1 1 1 1 1 1 22 22

大 町 1 1 1 1 1 1 1 1 19 19

村 1 1 1 1 1 1 6 6

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 17 24 41

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 22 26 48

中 町 2 2 2 2 2 2 2 2 45 45

地町 7 7

町 2 2 1 1 1 1 1 1 9 0 9

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 12 2 14

町 2 2 2 2 2 2 1 1

町 2 2 2 2 2 2 2 2 11 11

おいら 町 2 2 2 2 2 1 2 2 4 4

村 2 2 2 1 2 2 2 1 22 21 4

大間町 1 1 14 14

通村 5 5

間 村 1 1 1 1 1 1 12 12

村 1 1 1 11 11

町 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1

町 2 2 48 48

子町 1 1 1 1 1 1 1 1 26 26

部町 1 1 1 1 50 50

上町 2 2 2 2 2 2 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1

中部上 域事業組合 1 1 1 1 1 1 1 1 25 25

学校 2 2

部上 教育 協議会 48 48

市町村等 11 10 115 11 99 111 11 97 108 11 90 101 217 1 09 1 526

県 16 1 2 148 16 128 145 16 126 142 16 119 1 5 16 2 075 5 2 96

ー 国 員

平成27年度 平成26年度 62年度 平成25年度平成28年度平成29年度
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イ 員の  

開 上国の な青年を 、その国の に 要な を習 、 を活かして

員が 国の経済 に するとともに、県民との を通 て、日本の 会、経済、 化、習 等

についての理解を深め、日本との 関 の 進に する とを 的としている。 

       本事業は、 49 年度から実施してお 、平成 27 年度までの で 青森県人会等の推 に

よる 員 255 人を ている。（第 2-2- 表） 

 
第 2-2- 表 年度 状況（平成 2 年 4 ） 

 

  
 の  

 青年 協  

青年 協 は、 行政 人国 協 機 （ ）が実施している ランテ 事業の一つで、

開 上国の人 のために、 の っている や経 を生かしたいという い意 を った青年

を する事業である。 

本事業の 40 年 来、本県からは、 74 国で 4 9 人の 実 がある。（平成 29 年 12

月 現 ）（第 2-2- 表） 

 

( ) 対  象  国： 、 フ カ、中 、大 、中 、 の 90 か国 

( ) 活動 と職 ： 画・行政、公 ・公 事業、 、 業、 ル ー、 業・ 、 

人的資 、 ・ 、 会 の 9 、 120 職  

(ｳ) 間： として 2年間 

( ) 資 ： 20 から 9 までの日本国 を有する者 

( )      ：現地生活 、 等は国 協 機 の 担 

 
イ 日 会青年 ランテ  

日 会青年 ランテ は、中 の日 人 会の一層の を図るため、 行政 人国 協

機 （ ）が 20 から 9 までの青年を ランテ として する事業である。 60

年 来、本県からは、 国で 10 人の 実 がある。（平成 29年 12 月 現 ） 

49 5 6 7 8 9 10 11 12 1 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2 24 25 26 27 28

ラ ル 125 7 7 6 6 6 1 1 1 2 1 2 2 2 1 176

ル ン ン 11 2 1 2 1 17

ラグ イ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 16

中国 4 1 1 2 1 2 2 1 4 4 4 1 1 1 1 0

国 1 1 1 2 2 2 9

ン ル 1 1

マ ーシ 1 1

フ ン 1 1 2

ッ 1 1 2

ン 1 1

145 10 10 11 10 10 8 7 7 6 6 2 2 2 0 2 1 0 1 255

（ ：人） 

平成
49 50 51 52 5 54 55 56 57 58 59 60 61 62 6 2 4 5 6 7

ラ ル 6 7 6 7 7 5 5 4 6 6 7 7 7 7 7 6 6 7 7 4 7 7

ル ン ン 1 2 1 2 1 1 1 2

ラグ イ 1 1 1

中国 1 1 2 1 1

国 1 1 1

ン ル

マ ーシ 1

フ ン 1

ッ 1

ン

7 7 7 7 7 7 7 6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 10 10 10

49 5 6 7 8 9 10 11 12 1 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2 24 25 26 27 28

ラ ル 125 7 7 6 6 6 1 1 1 2 1 2 2 2 1 176

ル ン ン 11 2 1 2 1 17

ラグ イ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 16

中国 4 1 1 2 1 2 2 1 4 4 4 1 1 1 1 0

国 1 1 1 2 2 2 9

ン ル 1 1

マ ーシ 1 1

フ ン 1 1 2

ッ 1 1 2

ン 1 1

145 10 10 11 10 10 8 7 7 6 6 2 2 2 0 2 1 0 1 255

    年

第2-2- 表 年度 状況（平成2 年4 ）
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 地内大学県民 学推進事業 

地内大学県民 学推進事業は、青森県の に する国 性に 有 な人材を育成する

ため、県内に ながら 地内にある カの大学等（ ーランド大学、 イ大学 ）

への 学を する県民を対象としてお 、 までの 学者数の は、平成 29 年 11 月 現 で

5 1 人となっている。 

 
4  の 年 状況 

青 年の国 事業は、各市町村においても 的に取 組 があ 、 的あるいは記 事

業としての 事業や、 を推進する 青 年の 事業を 的に推進している。 

平成 28 年度の実施状況は第 2-2- 8 表のとお である。 
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第 2-2- 表 県 年 年度 （平成 2 年 2 ） 

 

年度 4 8 2 2 22 2 24 2 2 2 28 2

2

8

2

2

4

2 4

2 2

2 4

4

2

8 2 2 4 4 4 8 2 4 2

2

4

2

2

2 2

2 2

2 2

2

2 4

2 2

2 2

4 2

4 2 8

8

4

2 2 8

2

4

2 2

88 4 8 2 4 2 2 4 48

4

2

2

8

2 4

2

2

4

2

8 2 4

4

4 2 2 4 2 2 82

4

2

8

8

4

8 8

2

2 2 44

2 2

2 2 4 2 4

（ ：人） 
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第 2-2- 表 県 年 年度 （平成 2 年 2 ） 

 

年度 4 8 2 2 22 2 24 2 2 2 28 2

2

8

2

2

4

2 4

2 2

2 4

4

2

8 2 2 4 4 4 8 2 4 2

2

4

2

2

2 2

2 2

2 2

2

2 4

2 2

2 2

4 2

4 2 8

8

4

2 2 8

2

4

2 2

88 4 8 2 4 2 2 4 48

4

2

2

8

2 4

2

2

4

2

8 2 4

4

4 2 2 4 2 2 82

4

2

8

8

4

8 8

2

2 2 44

2 2

2 2 4 2 4

（ ：人） 
第2-2- 表 県 年 年度 （平成2 年 2 ）

年度 4 8 2 2 22 2 24 2 2 2 28 2

2

8

2

2

4

2 4

2 2

2 4

4

2

8 2 2 4 4 4 8 2 4 2

2

4

2

2

2 2

2 2

2 2

2

2 4

2 2

2 2

4 2

4 2 8

8

4

2 2 8

2

4

2 2

88 4 8 2 4 2 2 4 48

4

2

2

8

2 4

2

2

4

2

8 2 4

4

4 2 2 4 2 2 82

4

2

8

8

4

8 8

2

2 2 44

2 2

2 2 4 2 4

                               立

（ ）
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第 2-2- 8 表 平成 28 年度 における 年 の実施状況

 
 

　 　 人

（ ） （ ） （ ）

推
（ 長 ）

年

28 4～ 28 9）
（ 28 10

～ 29 3）

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
2

推 平 年
（平 ）

で る平 ら
、 の

の に る人 成 るとともに、
て の の

図 。

5

推
平

28 9
（平 ）

の と る 、平
らの て 平

し、 との
し 。

13
（ 11 、
2 ）

推
ーリ ー

29 2 19～ 29 3 1

（ ）で る「2017年
ーリ 」の の に

し ーリ ー
し 。

7

推 28 7 （ 連 ）
連 に し、 連

の と 。
17

（ 5 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。

14

（ ）
年

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
1

少年 （ ） 28 7
（ ） 28 8 （平 ）

で る平 との とし
て、 の 平 し、
ー に る 。

16
（ 4 ）

16
（ 4 ）

ー 人 成

（第1 ）
28 7

（第2 ）
29 1

に る ニ ー とともに、
に で る ー な人 成 る

と として、 の小 が と
。

（第1
）

20
4

（第2
）

20
1
4

ター

ー
「 る ト
～ ら
～」

28 10 17
28 10 24
28 10 31
28 11 7
28 11 14

が、 の （ ） に る と
に として、

とし し 。

数128人
5

（ ） 28 7～ 28 8
（ ） 29 1

リ
（ ー ）

の と リ ー の
が に い、 ー

に る 。

11
（ 2
）

13
（ 3
）

29 11
として 、 わ

し 。
　24

推 年
として 年 し、

の 図 。
11

28 8 1～ 28 8 6 ー
ー に し、 ー

して の 上 図 。
12

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

推
（ 長 ）

年

28 4～ 28 9）
（ 28 10

～ 29 3）

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
2

推 平 年
（平 ）

で る平 ら
、 の

の に る人 成 るとともに、
て の の

図 。

5

推
平

28 9
（平 ）

の と る 、平
らの て 平

し、 との
し 。

13
（ 11 、

2 ）

推
ーリ ー

29 2 19～ 29 3 1

（ ）で る「2017年
ーリ 」の の に

し ーリ ー
し 。

7

推 28 7 （ 連 ）
連 に し、 連

の と 。
17

（ 5 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。

14

（ ）
年

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
1

少年 （ ） 28 7
（ ） 28 8 （平 ）

で る平 との とし
て、 の 平
し、 ー に る 。

16
（ 4 ）

16
（ 4 ）

ー 人 成

（第1 ）
28 7

（第2 ）
29 1

に る ニ ー とともに、
に で る ー な人 成 る

と として、 の小 が と
。

（第1
）

20
4

（第2
）

20
1
4

ター

ー
「 る ト
～ ら
～」

28 10 17
28 10 24
28 10 31
28 11 7
28 11 14

が、 の （ ） に る と
に として、

とし し 。

数128人
5

（ ） 28 7～ 28 8
（ ） 29 1

リ
（ ー ）

の と リ ー の
が に い、 ー

に る 。

11
（ 2

）
13

（ 3
）

29 11
として 、 わ

し 。
　24

推 年
として 年 し、

の 図 。
11

28 8 1～ 28 8 6 ー
ー に し、 ー

して の 上 図 。
12
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

リ
28 9 17～ 28 9 19

小 とし での リ
に いて、 の 人 タ フとの

して、 の 。

小 36
4

「 いて
の らし」

28 7 3
28 10 16
29 3 4

ー
に、 人 の

る 、 人 、
の し 。

82
（ 30 25

27 ）

人の の
28 11 23

の 人 に、 での
、 との として、

の 、 について してもら 。

15
（ 人2

）

「 と

」
28 6 12～ 28 12 10

小 に、 な で
との て、 いの

、 。

222
（ 59

）

も
と つ

28 7 17
5 ら も が の い、

の し、 の 、
の 。

86
（ 14

）

との連 （
） 28 7 30

と との （
フ 、 し 、 の 、 ー ）

して、 の 、 の
。

150
（ 40

）

連 推 28 7 14～ 28 7 15 （ ）
との 年で 。平

成28年 は らの 。
6

連 推
年

年
として 人 年 し、 の

推 図る。
1

少年 （
）

28 5 27～ 28 6 3
の てるとともに、 少年の

成 図る 、 に る。

24
（ 5
）

推
年

に る小 の
17

28 5 11～ 28 11 25
の 上と との の推 の

に、 の 。
2

（ 連 推 ）
ー 28 6 5

人 に し、 の で る
し しながら 図る。

17

（ 連 推 ）
フ ト ー

28 7 16～ 28 7 18 リ
ニ ー ー フ ト の「 フ ト

2016」 の として し
の ー の 。

12
（ 1

）

（ 連 推 ）
ー 28 10 30 リ ー

に の る
とで、 に る る。

235

（ 連 推 ）
ト 29 1 26

リ （
）

に わる
し、 に る の る。

19

（ 連 推 ）
ト

29 2 15～ 29 3 1
（ 5 ）

に、 に で
る 。

20

（ 連 推 ）
年

人 に な
る。

150

らの ー
28 8 3～ 28 8 5 （ ）

に いて、 の ー
い、 との て

の 。

14
（ 3
）

ー
ト

28 11 16～ 28 11 19
で る の リ ー

し の リ と 図
4

（ １ ）

ー
ト

29 2 5～ 29 2 8 （ ）
の リ ー し

の 連 と 図
3

（ 2 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。 3

28 12 13
と との

。
12

107
　（ 50

36 ）
21

（ 10 11

人 ら
る「 の はなし」

28 7 16
29 1 21

で 人 に の成
る るとともに、 人 と

とが る 。

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

リ
28 9 17～ 28 9 19

小 とし での リ
に いて、 の 人 タ フとの
して、 の 。

小 36
　
4

「 いて
の らし」

28 7 3
28 10 16
29 3 4

ー
に、 人 の

る 、 人 、
の し 。

82
（ 30 25

27 ）

人の の
28 11 23

の 人 に、 での
、 との として、

の 、 について してもら 。

15
（ 人2

）

「 と

」
28 6 12～ 28 12 10

小 に、 な で
との て、 いの

、 。

222
（ 59

）

も
と つ

28 7 17
5 ら も が の い、

の し、 の 、
の 。

86
（ 14

）

との連 （
） 28 7 30

と との （
フ 、 し 、 の 、 ー ）

して、 の 、 の
。

150
（ 40

）

連 推 28 7 14～ 28 7 15 （ ）
との 年で 。平

成28年 は らの 。
6

連 推
年

年
として 人 年 し、 の

推 図る。
1

少年 （
）

28 5 27～ 28 6 3
の てるとともに、 少年の

成 図る 、 に る。

24
（ 5

）

推
年

に る小 の
17

28 5 11～ 28 11 25
の 上と との の推 の

に、 の 。
2

（ 連 推 ）
ー 28 6 5

人 に し、 の で る
し しながら 図る。

17

（ 連 推 ）
フ ト ー

28 7 16～ 28 7 18 リ
ニ ー ー フ ト の「 フ ト

2016」 の として し
の ー の 。

12
（ 1

）

（ 連 推 ）
ー 28 10 30 リ ー

に の る
とで、 に る る。

235

（ 連 推 ）
ト 29 1 26

リ （
）

に わる
し、 に る の る。

19

（ 連 推 ）
ト

29 2 15～ 29 3 1
（ 5 ）

に、 に で
る 。

20

（ 連 推 ）
年

人 に な
る。

150

らの ー
28 8 3～ 28 8 5 （ ）

に いて、 の ー
い、 との て

の 。

14
（ 3

）

ー
ト

28 11 16～ 28 11 19
で る の リ ー

し の リ と 図
4

（ １ ）

ー
ト

29 2 5～ 29 2 8 （ ）
の リ ー し

の 連 と 図
3

（ 2 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。 3

28 12 13
と との

。
12

107
　（ 50

36 ）
21

（ 10 11

人 ら
る「 の はなし」

28 7 16
29 1 21

で 人 に の成
る るとともに、 人 と

とが る 。
（ ）
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

年
28 7～ 29 7 リ

として 年 し、小
に る の 図 。

1

28 4～ 29 2 リ 小 で わ る の の ト
ー ー し、 る とし 。

（ に
人）2

28 8 21
28 12 10

ー ト リ
リ

リ
小 の に、 の の

と で 「 」 年2 と
して し 。

6

29 1 13 リ
「 も ゆ 」の として小
３～ 年の に 。

2

29 1 23
29 1 26
29 1 30

ー ト リ
に な し 。 3

ニ ー ー 28 4 22
の小 と に、 ー リ

ー て いの る と と
して し 。

300

ー
28 8 8～ 29 8 19

リ 　 ト
（
ー）

と ーとの と
し、 の 成と に る 上 の
図 、 ー 人 の 成 に
わ る の らなる 図る 、

ー での に
の 。

20
（ 18 、

2 ）

28 8 16～ 28 8 21
28 9 28～ 28 10 7

リ 　 ト
（
ー）

（ の 人）の
、 の と な の 続

図るもので る。

8 21
10 21
（ 12 、
人9 、

リ
28 8 3～ 28 8 5

で で る人 成 として、
の し、 の と ニ ー

上 に 。
40

推 年 リ
小 １～ 年 の

として し、 の 図 。
11

年 年
リ 　 ト として 年 して、

の 図 。
2

年
、

、ト 、フ

小 に る 人
し して の と

の 成 図る。
4

推 年 リ
小
の に る

に る の 図る。

も ー
ー フ ー

28 10 30～ 28 11 6
リ

（ ）

も ー ーの に、
ーで わ での ニ ー

な で るとともに、 、 、
ーな の 、フ ー

し 。

11
（ 4 ）

フ タ　
28 10 15

な ー に が
、 し ながら、 て

の に 。

600
11 000

も フ
28 3 12

小
と の

る の し、
の の の として、 リー
に な ー て いの る と

として るもので る。

150

ーフ
28 8 20

つ に る「 し つ 」で 、
図ると に、 の と の に

。
600

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

年
28 7～ 29 7 リ

として 年 し、小
に る の 図 。

1

28 4～ 29 2 リ 小 で わ る の の ト
ー ー し、 る とし 。

（ に
人）2

28 8 21
28 12 10

ー ト リ
リ

リ
小 の に、 の の

と で 「 」 年2 と
して し 。

6

29 1 13 リ
「 も ゆ 」の として小

３～ 年の に 。
2

29 1 23
29 1 26
29 1 30

ー ト リ
に な し 。 3

ニ ー ー 28 4 22
の小 と に、 ー リ

ー て いの る と
として し 。

300

ー
28 8 8～ 29 8 19

リ 　 ト
（
ー）

と ーとの と
し、 の 成と に る 上 の
図 、 ー 人 の 成 に
わ る の らなる 図る 、

ー での に
の 。

20
（ 18 、

2 ）

28 8 16～ 28 8 21
28 9 28～ 28 10 7

リ 　 ト
（
ー）

（ の 人）の
、 の と な の 続

図るもので る。

8 21
10 21
（ 12 、

人9 、

リ
28 8 3～ 28 8 5

で で る人 成 として、
の し、 の と ニ ー

上 に 。
40

推 年 リ
小 １～ 年 の

として し、 の 図 。
11

年 年
リ 　 ト として 年 して、

の 図 。
2

年
、

、ト 、フ

小 に る 人
し して の と

の 成 図る。
4

推 年 リ
小

の に る
に る の 図る。

も ー
ー フ ー

28 10 30～ 28 11 6
リ

（ ）

も ー ーの に、
ーで わ での ニ ー

な で るとともに、 、 、
ーな の 、フ ー

し 。

11
（ 4 ）

フ タ　
28 10 15

な ー に が
、 し ながら、 て

の に 。

600

11 000

も フ
28 3 12

小
と の

る の し、
の の の として、 リー

に な ー て いの る と
として るもので る。

150

ーフ
28 8 20

つ に る「 し つ 」で 、
図ると に、 の と の に

。
600
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

つ
との

28 5 27～ 28 5 28 （ ）
ら と

して 図 。
22

（ 10 ）

つ
つ ニ

29 1 3～ 29 1 10
リ

（ ート
）

に し、 に る
、 、 ー に 、 の

との 図 。

14
（ 5 ）

つ
年

年
（ ）として 年 し、

の の 図 て
いる。

3

つ 推 年 リ
の で、 に

な 、 、 る 推
として し、 の 図 。

1

つがる
つがる

（ ）
28 8 4～ 28 8 14

リ
（ ー ）

ら る 、 ー
しながら、 し、

るとともに、 の の 成 図 。
15

つがる
つがる

（ ）
28 7 23～ 28 8 2

リ
（ ー ）

に し、 ー しながら、
し、 るとともに、

の の 成 図 。

15
（ 3 ）

つがる
年

年
として 年 し、小

に る の 図 。
3

つがる
年

（ ）
年 リ

として 年 し、
の の 図 。

1

つがる い
28 4～ 28 6
28 10～ 28 12

リ
が し、 に ー

して に し 、
る し 。

573

つがる
（

つがる ）
フ 28 11 3 リ

で る ー 、
との し、 の

図 。 、 に る
の の る い 、 る

ー るな に る し 。

1 200

平
平 （
ー ）

28 4 22～ 28 4 29 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平
平 （
ー ）

29 1 3～ 29 1 13 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平 28 8 1～ 29 7 31
として 年 し、

の 図 。
1

フ とし
29 3 19～ 29 3 26

2020年 リ ニ
フ ー の

ー 　10

年
28 8 1～ 29 7 31

として 年 し、
の 図る。

１

年
年

として 年 し、
の 図 。

2人

年
28 4～ 28 7 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年
28 8～ 29 3 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年 フ リ
として 年 し、

の 図る。
１

フ タ
2016

28 4 24～ 28 4 29

、タ 、 ー ト
リ 、ニ ー ー
、 、 、
ー

上 第9 いての に
る 小 との 、 の

の

の 500
人

人20

　　　 年
年

として 年 し、小
。 の 図 。

1

年
28 8 1～ 29 3 31

として 年 し、
の 図 。

1

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

つ
との

28 5 27～ 28 5 28 （ ）
ら と

して 図 。
22

（ 10 ）

つ
つ ニ

29 1 3～ 29 1 10
リ

（ ート
）

に し、 に る
、 、 ー に 、 の

との 図 。

14
（ 5 ）

つ
年

年
（ ）として 年 し、

の の 図 て
いる。

3

つ 推 年 リ
の で、 に

な 、 、 る 推
として し、 の 図 。

1

つがる
つがる

（ ）
28 8 4～ 28 8 14

リ
（ ー ）

ら る 、 ー
しながら、 し、
るとともに、 の の 成 図 。

15

つがる
つがる

（ ）
28 7 23～ 28 8 2

リ
（ ー ）

に し、 ー しながら、
し、 るとともに、

の の 成 図 。

15
（ 3 ）

つがる
年

年
として 年 し、小

に る の 図 。
3

つがる
年

（ ）
年 リ

として 年 し、
の の 図 。

1

つがる い
28 4～ 28 6
28 10～ 28 12

リ
が し、 に ー

して に し 、
る し 。

573

つがる
（

つがる ）
フ 28 11 3 リ

で る ー 、
との し、 の

図 。 、 に る
の の る い 、 る

ー るな に る し 。

1 200

平
平 （
ー ）

28 4 22～ 28 4 29 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平
平 （
ー ）

29 1 3～ 29 1 13 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平 28 8 1～ 29 7 31
として 年 し、

の 図 。
1

フ とし
29 3 19～ 29 3 26

2020年 リ ニ
フ ー の

ー
10

年
28 8 1～ 29 7 31

として 年 し、
の 図る。

１

年
年

として 年 し、
の 図 。

2人

年
28 4～ 28 7 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年
28 8～ 29 3 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年 フ リ
として 年 し、

の 図る。
１

フ タ
2016

28 4 24～ 28 4 29

、タ 、 ー ト
リ 、ニ ー ー
、 、 、
ー

上 第9 いての に
る 小 との 、 の

の

の 500
人

人20

　　　 年
年

として 年 し、小
。 の 図 。

1

年
28 8 1～ 29 3 31

として 年 し、
の 図 。

1
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

年
年 、

に し の推 の
図る 、 （ ）

（ ） 。

1 、
1

小
28 7 25～ 28 7 30

（ 平 ）

平 小 の し、 も ト
しながら も の

い、 の る。

23
（ 2 ）

28 7 30～ 28 8 6

リ
（ ト

、 ート
）

に る人 成 として
に 。

12
（ 2 ）

ー
２０１

28 4 16
と も が、 ー の

、 ー して し しながら、
の る。

27

年に る
28 7 2

年に て、 の 、
してい とともに、 の 図る。

200

らの
28 8 9～ 28 8 17

リ
（フ リ ー ）

ら が 。 ー
しながら、 の に し 。

16
（ 6 ）

、
年

年
し、

に の推 図る。
2

らの
年

年
リ

（フ リ ー ）
ら し、 に

の推 図る。
1

29 3 13～ 29 3 21
リ

（フ リ ー ）
し、 ー しな

がら 。
25

（ 2 ）

年
が 人 に

で る。
10

28 10 16～ 28 10 17
の 、 の との

。
24

に る
年 ー ト リ の推 1

に る
年 リ

が 小 し、
の 図る

1

に る
での

年（ １ ）
に いて、 と いながら

図る
20

年（ 2 ）
に いて もと い、 ニ ー

は る とに て 人 に つ
る

30

28 4 24～ 28 5 1 リ
に て、 ー し の

と 図る
4

タリー 28 8 4～ 28 8 9 リ
ている タリー らの

、 ー の に 図る

　 年
に 、 し、小 に
、 な に る つ 。

2

　 年

小 については、 し、
ニ ー の 上 の

。 、 は の の と
の し、 に で る人 の
成 図 。

29 3 4
と との 図る 、

の 人 と との
。

80

推
28 7 13～ 28 7 16 （ ）

と の 2 と
し、 な し、

に る
、 の ー な人 成 ととも

に、 の が の （長いも に に
） （ わ ） の

の な し、 な
な 人 の に 図

。

26
20

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

年
年 、

に し の推 の
図る 、 （ ）

（ ） 。

1 、
1

小
28 7 25～ 28 7 30

（ 平 ）

平 小 の し、 も ト
しながら も の

い、 の る。

23
（ 2 ）

28 7 30～ 28 8 6

リ
（ ト

、 ート
）

に る人 成 として
に 。

12
（ 2 ）

ー
２０１

28 4 16
と も が、 ー の

、 ー して し しながら、
の る。

27

年に る
28 7 2

年に て、 の 、
してい とともに、 の 図る。

200

らの
28 8 9～ 28 8 17

リ
（フ リ ー ）

ら が 。 ー
しながら、 の に し 。

16
（ 6 ）

、
年

年
し、

に の推 図る。
2

らの
年

年
リ

（フ リ ー ）
ら し、 に

の推 図る。
1

29 3 13～ 29 3 21
リ

（フ リ ー ）
し、 ー しな

がら 。
25

（ 2 ）

年
が 人 に

で る。
10

28 10 16～ 28 10 17
の 、 の との

。
24

に る
年 ー ト リ の推 1

に る
年 リ

が 小 し、
の 図る。

1

に る
での

年（ １ ）
に いて、 と いながら

図る。
20

年（ 2 ）
に いて もと い、 ニ ー

は る とに て 人 に つ
る。

30

28 4 24～ 28 5 1 リ
に て、 ー し の

と 図る。
4

タリー 28 8 4～ 28 8 9 リ
ている タリー らの

、 ー の に 図
る。

　 年
に 、 し、小 に
、 な に る つ 。

2

　 年

小 については、 し、
ニ ー の 上 の

。 、 は の の と
の し、 に で る人 の
成 図 。

29 3 4
と との 図る 、

の 人 と との 。
80

推
28 7 13～ 28 7 16 （ ）

と の 2 と
し、 な し、

に る
、 の ー な人 成 とと

もに、 の に し の （長いも に
に ） （ わ ） の

の な し、 な
な 人 の に

図 。

26
20
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00 
 

 
 

　 　 人

（ ） （ ） （ ）

ター
年

（
年 、

とともに、 の
の推 図 。

1
１

年
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 立に け の育成  

 の状況 

本県の経済・ 用 は回 が いているが、一部業 で人 もある となどを まえ、

地域の実 に した 業・ 用対策によ 用の ・ 出を図るためには、 職者の職業 の開

・向上はもとよ 、地域 業を担う人 の育成が の課題となっている。 

のため、県では、「第 10 青森県職業 開 画（実施 間平成 28 年度 2年度）」で、 地

域・ 業 ーズを的 に えた職業 開 の推進、 地域の活 出に向 た たな担い の育成、

の ・ の 進、の つの実施 を し、 の 画に いて県経済・ 用 の

化に対 した職業 開 施策を 開していく とによ 、 者の職業 の開 ・向上を図 、

地域経済 会の と 者の の向上を して取 組 でいく ととしている。 

 
 公 職業 開 施  

本県には県 の職業 開 施 として、青森市、 前市、 市、 つ市に職業 開 校が 4

校あ 、延べ 12 、 員 455 人で人 育成を行っている か、 者のための県 者職業

校（ 前市）があ 、 、 員 40 人で人 育成を行っている。 

また、国の 行政 人 高齢・ ・ 職者 用支援機 の職業 開 施 として、

市に青森職業 開 大学校があ 、 、 員 1 0 人で高度な 識を えた実

者（テク シ ン・ ン ）を 成している か、青森市の高齢・ ・ 職者 用支援機

青森職業 開 進 ン ーにおいては、 、 員 48 人で 職者の 職 を行っ

ている。 

  

第 2-2- 表 県立 校の状況（平成 2 年 4 ）             （ ）

校  課      年  員 者数 

青森高等 

校 

通 

学  
1 年 20     1   

2 年 20       7  

学  
1 年 20    16  

2 年 20     10  

 80      46  

前高等 

校 

通 

動 シ テム 学  
1 年     20      20  

2 年     20      20  

シ テム 学  
1 年     20      14  

2 年     20      18  

 
      15      14  

管       20      11  

    115      97  

 

学  

通 

機 シ テム 学  
1 年     25      7  

2 年     25      1   

動 シ テム 学  
1 年     0      26  

2 年     0      0  

シ テム 学  
1 年     20      11  

2 年     20      12  

シ テム 学  
1 年     25      9  

2 年     25      18  

    200     126  

つ高等 

校 

通  
1 年     20      8  

2 年     20      10  

 管       20      7  

     60      25  

合          455     294  
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第 2-2-2 表 者 校の状況（平成 2 年 4 ）            （ ）

校        員 者数 

 者職業 校 
     15 8 

  事   15 11 

作 業 実   10  

合      40 22 

 

第 2-2-2 表 学校の状況（平成 2 年 4 ）          （ ）

校        年  員 者数  

青森職業 

開  

大学校 

機    
シ テム  

生  
1 年 20 18 

2 年 20 18 

・ 子 
シ テム  

ル ー 
 

1 年 20 18 

2 年 20 18 

子  
シ テム  

子  
１年 25 20 

2 年 25 20 

合       1 0 112 

第 2-2-2 表 の状況（平成 2 年 4 ）              （ ）

校       間 員 時  

青森職業 

開  

進 ン 

ー 

・ 加  6 月 各 12  4 月、7月、10 月、1月 

ーション  6 月 各 15  5 月、8月、11 月、2月 

フォーム  6 月 各 15  4 月、7月、10 月、1月 

施  6 月 各 15   6 月、9月、12 月、 月 

（ ル ー ） 6 月 各 20  8 月、2月 

ンテ ン 課 6 月 各 10  6 月、9月、12 月、 月 

（ ）（ し ） 1 月 各 20  7 月、1月 

合       48   

 
イ 職業  

職業 は、事業主が 用している者に対して、職業に 要な 識と を習 、 は向

上 るために行う職業 であ 、事業主が して実施する 職業 校と、 で実施する

職業 校とがある。 

現 、県内の 職業 実施校は 8校で、延べ （ ー ）、 29 人で職業 を実施

している。 
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第 2-2-22 表 実施校 （平成 2 年度）  

   校  地   （ ー ） 

 

職業 開 校 市 性加 、 、、 ー （ 1 ー ）、

ー （ 1 ー ）、 大 ー （ 1

ー ） 

職業 開 校 市 イル施  

職業 開 校 市 、 ・ イル施  

前職業 開 校 前市 、 、 ・ イル施 、 、

 

ー （ 1 ー ）、 ー （ 1 ー ）、

ー （ 1 ー ）、 ー （ 2 ー ）、

ー （ 1 ー ） 

職業 開 校 町  

理 高等職業 校 市 理・ ー 向上 ー （ 5 ー ） 

あおも ン ー ・カ ッ  青森市 プ グラム  

  市 容 ー （ 6 ー ） 

合  8 校   

                                                                                                  資料： 政・ 開 課 

 

2   

検 は 者の有する を一 の によって検 し、 を公 する国 検 度であ 、 

が国の を向上 、 職業 の成 に対する 会一般の を高め、 者 

の と地 の向上を図る とを 的とするものであって、職業 開 進 に いて実施  

ている。 

    検 は、職 とに特 、1 、 一等 、2 、 等に て、そ 学 ・実 に 

よって行わ 、 方に合 した者に、特 、1 一等 については 生 大 の、2  

等については 県 事 の合 が 「 」の が えら る。 

     本県では、平成 28 年度までに、特 5 人、1 16 725 人、 一等 567 人、2 17 880 人、  

5 858 人、 時 25 人、 1 77 人、 2 2 866 人の合 44 051 人に の が え 

ら ている。 

 
 県  

      青森県 表 度は、若年 者を表 する とによ 、 を通 て の を

え、 者の地 向上と、 の を する とを 的に平成 4年度から実施している。 

 

 表 対象者  の 度が めて であ 、そ に関わる職業に 10 年 上の経 を有し、か

つ 45 未 の者で、将来その活 が一層 る者である と。 

イ 表 者数   5 人 内 

 表 時    年 11 月 

 者数   102 人（平成 29 年 11 月 12 日現 ） 
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4  者等 者の育成 

県では、小 模事業者等の若 後 者 青年経営者等の育成 資 向上を図るため、 の事業

を実施する 会、 会議 、県 会連合会 県中小企業 中 会に対し 成、 を行っ

ている。 
 
 会、 会議 県 会連合会の青年部が部員の資 向上を図るために 域で行う、各

会、講習会の開催 地域の小 模企業の 、 を図るために行う 、地 業育成

事業等 
 
イ 県中小企業 中 会が事業協 組合等の青年部員の資 向上を図るために行う各 会、講習

会 会の開催等 
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